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① 洗礼者ヨハネとイエス様とのかかわり 

今朝の礼拝では、洗礼者ヨハネの事を覚えるのが古くからの習慣です。イエス様より先に洗礼者

ヨハネが人々に神様の事を教えた事は四福音書すべてに記されています。それ程の重要人物だった

洗礼者ヨハネとはどんな人？。マタイ福音書では、彼は「悔い改めよ。天の国は近づいた」と呼びか

けました。世の中が激しく揺れ動いていたこの時代、どう生きていったらよいかと不安と恐れを抱

えていた人々には、「悔い改めよ」との呼びかけが心に刺さった事でしょう。大勢の人々が生き方を

変える悔い改めの印の洗礼を受けるようになりました。「もしかしたら、やがて世に現れるという救

い主はこのヨハネでないか」と思った人も多かったようですが、ヨハネはきっぱりと「自分以上の

その方は後から来る、自分は救い主ではない」と言いました。やがてイエス様がヨハネの所に来た

時、この方こそ、自分より優れた、後から来られる方だとヨハネは悟りましたが、イエス様の言う通

りに洗礼を授けました。その後、イエス様はヨハネのもとを離れ、ご自分の働きを進めていきます。 

② 最初に、教会に連れてきてくれて、ありがとう 

元気のないやっちゃんを見て、ようちゃんが教会に誘ってくれました。「一緒に教会に行こう。神

様の話を聞いて、お祈りしたら、イエス様が助けてくれるよ」。教会に行ってみましたが、聖書の話

はさっぱり分からず、お祈りもどうやったらいいか分かりません。でもようちゃんが色々教えてく

れて、聖書を開いたり、主の祈りを覚えたり、讃美歌を歌ったりしているうち、段々、教会が好きに

なり、毎週教会に行くのが楽しみになりました。何年も経ちました。大きくなったやっちゃんは、ず

っと教会に通っています。ところが、ようちゃんは段々来なくなってしまいました。学校で部活に

入ったり、新しい友達と遊びに行ったり、塾に通ったり、日曜日も忙しいからと教会に顔を出しま

せん。ある時、やっちゃんが教会に行こうと誘うと、ようちゃんが言いました。「神様のお話って、

本当の事？イエス様って、本当に助けてくれるのかな？」やっちゃんは何だか悲しくなりました。

それでも、やっちゃんは思いました。「ようちゃんが最初に教会に連れてきてくれて、ありがとう」。 

③ わからなくなっても 

洗礼者ヨハネは、イエス様より先に現れ、神様のことをみんなに教え、みんながイエス様を迎え

る準備をしてくれた人なのです。ところが後になって、イエス様に「あなたは本当に待っていた方

なのですか」と尋ねました。イエス様が、本当に、神様が遣わした凄い方なのかどうか、分からなく

なってしまったのです。彼は大事な役割を果たしました。でも、彼自身が救い主であったわけでは

ありません。更に、イエス様を信じて生涯を貫いたわけでもなかったようです。それでも、ヨハネの

働きは、イエス様によって讃えられ、聖書に書き残され、教会は洗礼者ヨハネの事をずっと大事に

覚えています。なぜでしょう？ ヨハネの働きによって、人々はイエス様を優れた方と知り、受け

入れるようになりました。ヨハネ自身はイエス様を信じきることができなくなってしまいましたが、

それでもイエス様はヨハネを讃えてくださいました。たとえ中途半端であっても、途中で挫折した

としても、今できる良い働きをイエス様は、よしとしてくださるのです。皆さんにイエス様のこと

を教えてくれたのはだれでしたか。みなさんも、きっと誰かにイエス様のことを伝えることができ

るのです。たとえ途中でわからなくなったとしても、イエス様はかばってくれるでしょう。イエス

様と共に、そして多くの人たちとともに、うれしくあたたかなクリスマスを迎えられますように。 


